
（1） 九州北部から関東地方にかけてに広がっている、 工業がさかんな地域が帯のように

　　　　集まっているところを、 何といいますか。

（1） 右の図の　A ～ C は日本の三大工業地帯です。

　　　　それぞれの工業地帯の名前を答えましょう。

（３） 近年は、 関東内陸工業地域のように、 海に面さない工業地域がつくられています。 このような場所では、

　　　　近くに （　　　　） が通っているので、 そこから製品などを運んでいる。 （　　） に当てはまる言葉を答えましょう。

（２）　工業のさかんな地域は、 海ぞいに多くあります。 その理由を簡単に答えましょう。

　次の問いに答えましょう。

　次の問いに答えましょう。
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（２）　①～⑥　の工業地域の名前を、 下から選び

　　　　それぞれ答えましょう。

　　　　京葉工業地域　　　　北九州工業地域　　　　北陸工業地域

　　　　関東内陸工業地域　　　　東海工業地域　　　　瀬戸内工業地域

（３） 下の　ア～ウ　は、 A ～ C の工業地帯について説明しています。

　　　　ア～ウ　が、 どの工業地帯について説明しているか、 A ～ C からそれぞれ選び、 記号で答えましょう。

 ア　機械工業がさかんで、 多くの自動車の関連工場がある。 総生産額が日本１位。

 イ　日本で２番目の出荷額をほこり、 機械、 金属、 化学工業がさかん。 中小工場が多い。

 ウ　都心に近いことから、 印刷業がさかん。 日本一の生産額をほこったが、 ほか２つの工業地帯にぬかれた。
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京浜工業地帯
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原料や出来あがった製品を船で
輸送することが多いのから。
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